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、
さ
き
に
支
払
つ
一

一
貫
農
地
の
手
付
金
は
を
停
止
条
件
と
す
る
契
約
(
許
に
六
万
円
の
手
付
に
つ
い
て
は
一

一
円
問
〕
私
は
申
か
ら
一
一
一
十
万
円
可
が
あ
っ
た
ら
売
買
す
る
と
い
「
手
付
は
い
か
な
る
ζ
と
が
あ
一

一
畿
地
を
買
入
れ
る
約
束
を
し
、
う
契
約
)
を
結
ぶ
の
が
普
通
で
つ
で
も
返
還
し
な
い
」
等
の
特
一

一
六
万
円
の
手
付
金
を
支
払
い
ま
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
停
止
条
約
が
あ
る
場
合
お
よ
び
買
主
が
一

一
し
に
。
と
ζ

ろ
が
と
の
所
有
権
、
ノ
件
付
契
約
で
は
、
許
可
に
江
ら
な
い
よ
う
花
故
意
一

一
移
転
の
許
可
申
誌
が
不
許
可
に
じ
芭
/
条
件
の
不
成
就
に
に
し
た
場
合
等
を
時
聞
い
て
、
返
一

一
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

r
p
u
L

よ
ら
効
力
が
生
じ
滋
の
一
説
求
が
で
‘
き
ま
す
。
も
一

一
で
、
手
付
金
の
返
還
を
請
求
し
一
宮
邸
な
い
ζ

と
に
確
定
し
、
甲
が
ど
う
し
て
も
手
付
金
一

一
ま
し
た
が
。

Z手
付

金

を

返

認

塑

し

ま

す

。

の

返

還

に

応

じ

な

い

と

き

は

、

一

一
え
し
て
く
れ
ま
せ
ん
a

ζ

れ
は
官
卦
ぷ
ご
質
問
の
時
介
手
付
金
の
返
還
請
求
の
訴
え
を
一

一
ど
う
し
て
も
返
え
し
て
も
ら
え
/
農
~
の
甲
と
あ
な
た
と
法
判
所
に
提
起
す
る
ζ

と
も
で
一

一
な
い
色
の
で
し
ょ
う
か
。
/
¥
の
農
地
を
質
入
れ
き
立
す
が
、
裁
判
所
に
民
事
誠
一

一
〔
答
〕
串
と
あ
な
た
と
の
閣
で
叢
る
約
束
に
つ
い
て
も
以
上
に
上
作
法
に
よ
る
農
事
調
停
の
申
立
一

一
地
を
売
買
す
る
約
束
が
さ
れ
て
っ
て
許
可
を
停
止
条
件
と
す
る
を
し
て
、
誠
停
し
て
も
ら
う
ζ

一

一
も
、
農
地
の
売
買
に
は
農
地
法
契
約
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
と
が
よ
い
と
思
い
え
す
。
売
買
一

三
条
の
規
定
に
よ
っ
て
知
事
の
か
ら
、
許
可
申
請
が
不
許
可
に
す
る
と
き
は
所
有
権
移
動
の
許

一
許
可
が
な
け
れ
ば
効
力
を
生
じ
な
っ
た
こ
と
に
よ
か
、
条
刊
の
可
に
つ
い
て
よ
く
調
べ
る
と
と
戸

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
般
的
に
不
成
就
と
し
て
、
売
買
の
効
h

け

が

た

い

せ

つ

で

す

。

一

て
あ
り
ま
す
)

曹
組
合
せ
八
月
上
旬

干
そ
の
他
チ
l
ム
の
一
関
成
は

小
学
生
・
中
学
生
別
に
編
成
し

学
校
単
位
の
野
球
選
手
の
み
で

は
一
柄
成
で
き
ま
せ
ん
。
入
増
式

開
会
式
、
組
合
せ
の
主
将
会
議

に
つ
い
て
は
別
に
通
知
し
ま
す

問
い
合
せ
は
役
場
内
(
電
話

回
二
番
)
後
勝
茂
立
で

軍
主
隣
町
野
球
連
盟

甲
後
援
教
育
委
員
会
、
青
少

年
和
議
員
連
絡
協
議
会

小
・
中
学
校
陸
上
競
技
会
終
わ
る

二
千
メ
ー
ト
ル
で
錆
水
君
優
勝

第
二
尚
武
孫
子
町
立
小
・
中
園
走
高
跳
小
学
リ
飯
塚
(
刈

学
校
険
し
し
曲
目
技
L

へ
会
は
六
月
三
小
)
中
学
日
森
田
(
孜
巾
)

十
六
円
午
前
九
時
三
2
1
分
か
ら
麹
ポ
ー
ル
投
げ
背
谷
(
州
小
)

我
孫
子
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
園
砲
丸
投
げ
大
山
(
布
中
)

関

か

れ

ま

し

亡

。

〔

女

子

〕

先
日
の
一
位
入
賞
者
は
次
の
関
百
米
小
五
年

1
中
野
(
山
間

と

お

り

で

す

。

小

)

小

六

年

目

岩

引

(

湖

小

)

門

男

子

〕

中

学

日

椎

名

(

我

中

)

圏
百
米
小
沢
年
U
矢
代
(
一
圏
八
十
米
障
害
阿
曽
(
期
中
ゾ

小
)
小
六
年
目
針
ケ
谷
(
問
園
定
巾
跳
小
学
川
口
森
田

(
1

小
〕
中
学
日
前
賢
(
判
判
中
)
小
)
中
学
H
N
回
白
川
(
布
中
)

圏
八
卜
米
障
持
森
田
(
火
中
)
園
走
高
挑
小
学

I
宮
間
(
布

圏
二
千
米
州
山
本
(
我
中
)
小
)
中
学
リ
閉
口
同
(
布
中
)

圏
四
百
米
縦
走
市
佐
小
園
ボ
ー
ル
投
げ
鶴
谷
(
布
小
)

圏
八
百
米
地
酔
定
孜
孫
子
中
園
砲
丸
投
柏
台
(
戎
中
)

圏
れ
い
止
巾
跳
小
学
U
斉
藤
(
布
園
四
百
米
継
走
小
学
H
H
湖
北

小

)

中

学
H
荒
井
〈
我
中
)
小
中
学
日
布
佐
巾

ぉ

〔小学校5年男子1∞メートルのスタート〕
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一
一
一
認
の
古
墳
が
見
ら
れ
弐
す
。

水
神
山
古
附
引
は
、
た
い
へ
ん

疫
の
美
し
い
前
万
後
円
績
で
あ

っ
た

ωで
、
日
記
所
袋
一
的
を
発
期

し
て
、
役
山
刊
に
に
ま
つ
仁
オ
を

山
一
り
出
師
、
さ
、
築
造
さ
れ
た
丸
山
吋

ω巡
を
復
苅
す
る
こ
と
に
つ
と

め
ま
し
た
。
そ

ω結
果
、
こ

ω

守
立
主
武
百
日
メ
ド
司
E
h
F
江

l
j
i
-
-
f
t
、
I
ザ

s
f

と
ふ
も
と
に
同
叫
が
あ
る
一
一
↓
間
以
同
情

総

ω墳
丘
を
も
ら
‘
台
地
白
山
叫

に
剥
し
た
い
品
川
削
に
は
り
っ
ぱ
な

怨
剥
が
め
「
ら
さ
れ
、
ほ
…
に
向

ノ

こ
9
3
1
M
問
、
ノ
向
凡
ん
仏
+
為
、
レ

υ前川州、
J

1
5
H
0
6
8
5
l
j
t，む

痢

ω氏
と
ほ
ゾ
同
じ
深
さ
走
で
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